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Ⅰ　はじめに
　印欧語族のゲルマン語派に属する北ゲルマン諸語（いわゆる北欧語）において，語構成はどの
ようになっているのか，語構成にどのような特徴が見られるのか，すなわち北欧語語構成の形態
論的研究が本稿の目的である。
　北ゲルマン語には，ノルウェー語，アイスランド語，デンマーク語，スウェーデン語が属する
が，本稿においてはデンマーク語（以下，「デ語」と省略）を中心にその言語的特徴を観察して
いくことにしたい。方法としては，デ語だけの言語現象として捉えず英語の語構成との比較を行
い，デ語の特徴，英語とどのように，どこまでずれがあるのかを明らかにしたいと思う。
Ⅱ　デンマーク語の語構成
　一般的に，語構成word-formationは，派生derivationと複合 compositionに分けて考えること
ができる。自立的な語基base（独立した単一語）に付属的な接辞affix（接頭辞prefix，接尾辞
suffix）が付加されたものが派生（語）であり，単一の語基と単一の語基との結合が複合（語）
である。本稿では，複合語，特に複合名詞，に焦点を当て，デンマーク語の語構成の特徴を明確
にしたいと思う1）。
　まず，デ語語彙と英語語彙の4つの対応例を示すが，左がデ語，右がそれに対応する英語であ
る。
（1）dyreliv: animal life
（2）lufthavn: airport
（3）brodermord: fratricide
（4）dagbog: diary
　それぞれの特徴を説明すると，以下のようになる。
　（1）のdyreliv: animal lifeの場合は，デ語では複合語になっているが，英語では2つの独立した
語に分かれている：dyr(e)［＝animal］＋liv［＝life］2）（-e-＝“a semantically empty linking element”3））。
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この種の対応例が最も普通に見られるものであり，以下にその具体例をいくつか示す（デ語の複
合語を例示する際，単語の境目を明確にするために単語と単語の間にハイフンを挿入するが，実
際の表記では使用しない。また，デ語の文字通りの意味は英語の右に［　　］で示してある）：
　barne-mad: infant food [child-food]4）
　dør-klokke: door bell [door-bell]
　ferie-hus: holiday cottage [holiday-house]
　gade-fest: street party [street-party]
　krigs-spil: war game [war-game]
　mine-søger: mine detector [mine-seeker]
　papir-kurv: wastepaper basket [paper-basket]
　rets-orden: legal system [law-order]
　skygge-boksning: shadow boxing [shadow-boxing]
　telefon-bog: telephone directory [telephone-book]
　デ語を含むゲルマン語の特徴として単語を順次連結していくという造語法があり，複合語形成
能力が非常に高いと言われている。現代の英語ではその手法を他のゲルマン語ほど多用しないこ
とが，（1）の対応例が多い原因となっていると思われる。
　（2）において，英語の場合air＋portの複合語であることは明らかだが，デ語においても luft
［＝air］＋havn［＝port］であることは容易に見て取れる。すなわち，英語，デ語ともに，通常使
用されている英語語彙，デ語語彙のレベルで2つの要素に分けることができる，言い換えると既
知の2つの単語の意味を合成すれば全体の意味が出てくるので，この種の複合語の意味の理解に
何ら問題は発生しない。このグループに属する語としては，以下のようなものがある：
　aske-bæger: ashtray [ash-cup]
　dag-drøm: daydream [day-dream]
　dør-vogter: doorkeeper [door-keeper]
　fiske-ben: fishbone [fish-bone]
　jord-rystelse: earthquake [earth-vibration]
　kort-spiller: cardplayer [card-player]
　vand-fald: waterfall [water-fall]
　vindue-kasse: windowbox [window-box]
ただし，vare-hus: warehouseのような例で，形態上の語構成，語彙は全く同じであっても，全体
としては意味上デ語「デパート」，英語「倉庫」と言う相違が生ずることがある。
　また，両言語において複合語全体としては同じ意味だが，異なる意味を持つ構成要素から出来
上がっている例も多く見られる：
børne-børn: grandchildren [children-children]
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dame-taske: handbag [woman-bag]
møde-leder: chairman [meeting-leader]
våben-hvile: ceasefire [weapon-rest]
例えば，2番目のdame-taskeの場合，複合語の後半部は taske＝bagとデ語と英語で一致するが，
前半部はdame＝womanであってdameはhandではない。3番目のデ語møde-lederの中に，英語の
chairに相当する語は含まれていない。
　（3）のbrodermord: fratricideにおいては，デ語はbroder［＝brother］＋mord［＝murder］と
既存語彙の複合［単独語彙の意味を合わせた総体］として容易に理解できるのであるが，英語
は fratricideと既存の英語語彙では理解不可能である（「非既存語彙化」），どこに語の切れ目が
あるのかわからない。ただ，fraternal, fraternity, fraternizeと言う一群の語の前半部とmatricide, 
patricide, genocide, suicideなどの一群の語の後半部を切り離して，frater-と -cideを独立させるこ
とができれば，fratricideを fratri＋cide（＜ラテン語：“brother”＋“killing”）と明確な2要素とし
て分解することが可能である5）。このように英語の古典語要素（ギリシャ語，ラテン語）を比較
的容易に予想できる語として，
　ager-dyrkning: agriculture [field-cultivation]
　bog-elsker: bibliophile [book-lover]
　fem-kant: pentagon [five-edge]
　levneds-beskrivelse: biography [life-description]
などを挙げることができる。
　ところが，（4）dagbog: diaryにおいては，デ語はdag［＝day］＋bog［＝book］と既存のデ語語彙
のレベルで2つの要素に分解できるのに対して，英語の場合diaryを通常の英語語彙のレベルで
分解することはできないし，ラテン語を予測することも困難である。言語的に語源を遡ってい
くと実際はdies［day］＋-ary (suffix)となるが，fratri-cideのようには明確な2要素に容易に分割は
できない。すなわち，diaryは全く新しい1つの語彙（「日記」）として語彙項目の中に入れなけれ
ばならない。「1語」なのである。逆に言うと，英語では1語として新しく記憶しなければならな
いのに，デ語では新しい語彙として記憶する必要はなく，既存の通常語彙の組み合わせdag［＝
day］＋bog［＝book］として経済的に処理でき，当該言語の語彙数は増加しないことになる。
Ⅲ　デンマーク語語構成の特徴
　以下においては，Ⅱの（3），（4）（デ語：英語　構成要素X-Y：Z）のような具体例を実際に観
察することにより，デ語の語構成の特徴を明示したいと思う。まず，その特徴を明確に示すいく
つかの対応例を見ることにしたい。
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　afgangs-bevis: diploma [departure-proof]
　barber-kniv: razor [barber-knife]
　blæk-sprutte: octopus, cuttlefish [ink-splutter]6）
　broder-søn: nephew [brother-son]7）
　folke-styre: democracy [people-government]
　fotografi-apparat: camera [photography-device]
　hånd-bevægelse: gesture [hand-movement]
　kort-form: abbreviation [short-form]
　liv-moder: womb [life-mother]
　næste-kærlighed: charity [next-love]
　plante-verden: flora [plant-world]
　svine-kød: pork [swine-meat]
　vugge-sang: lullaby [cradle-song]
　これらの語彙は全てデ語では独立した2語の複合語であるにもかかわらず，英語の方は通常の
英語語彙に分けることのできない1語で表現されている。
　ここでは，fotografiapparat: cameraに注目をしたいのだが，興味ある現象が見られるのはデ語
と同じ北ゲルマン語に属するアイスランド語の場合である。アイスランド語には厳密な名詞の格
変化があるので，語構成に関してはデ語よりも複雑である。デ語では fotografi-apparatと「写真」
＋「装置」の組み合わせになるのであるが，アイスランド語で「カメラ」のことは ljósmyndavél
と言い，これを ljósmynda-vél［photograph-machine］と分けることができる。ljósmynd(a)はさら
に ljós［light］＋mynd［form］と分解できる。
　つまり，アイスランド語の「カメラ」は ljós［light］＋mynd(a)［form］＋vél［machine］（「光」＋「形」
＋「機械」）と，通常の語彙を3つ連結することによって，デ語以上の複雑さを示している。ただ，
「カメラ」を日本語で「写真機」と言った時，アイスランド語と日本語漢字に大きな類似性を観
察できることに注目しなければならない。
　以下では，デ語語構成の特徴をさらに明確にするために，1．デ語語彙（（A）penge，（B）
sprog）と2．［目的語＋他動詞］-erの語構成タイプの2点を指摘したい。
1．デンマーク語語彙
（A）　penge［money］の例：
penge-anbringelse: investment [money-putting]
penge-forsendelse: remittance [money-sending]
penge-mand: capitalist [money-man]
penge-pung: purse [money-pouch]
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penge-skab: safe [money-cabinet]
penge-stykke: coin [money-piece]
　英語の investment, remittance, capitalist, purse, safe, coinには，何ら形態上の共通点はないが，
意味的にはデ語に見られるように「お金に関するもの・こと」と言う共通点が見られる。デ語で
はその共通点をpenge-と形態的に具体化させている。
（B）　sprog- [language-]の例：
sprog-brug: usage [language-use]
sprog-ejendommelighed: idiom [language-peculiarity]
sprog-forsker: linguist [language-researcher]
sprog-forskning: linguistics [language-research]
sprog-historiker: philologist [language-historian]
sprog-lære: grammar [language-teaching/science]
sprog-renser: purist [language-cleaner]
sprog-videnskab: linguistics [language-science]
　（A）と同じように，（B）においても英語の場合，languageと言う語は全く入り込むことな
く言語に関する研究分野を示す語彙が出来上がっている。デ語では全てにわたり共通のsprog
［＝language］が語頭に来ており，どの分野の研究であるか，研究対象が何であるかが，一目瞭
然である8）。
2．「～する人」を意味する語彙：［目的語］＋［他動詞］の語構造
　独立した単一の自由形式ではなく，拘束形式 -er, -or, -eeなどの接尾辞を付加して派生語を作る
英語に対して，デ語では動詞の目的語が形態的に顕在化している重要な現象が観察される9）。
　arbejds-giver: employer [job-giver]
　arbejds-tager: employee [job-taker]
　drifts-leder: manager [operation-leader]
　foredrags-holder: lecturer [lecture-holder]
　horn-blæser: bugler [horn-blower]
　hær-fører: commander [army-leader]
　jord-bruger: farmer [earth-user]
　land-måler: surveyor [land-measurer]
　lov-giver: legislator [law-giver]
　magt-haver: ruler [power-owner]
　program-leder: producer [program-leader]
　radio-lytter: listener [radio-listener]
　tog-fører: conductor [train-leader]
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　すなわち，これらのデ語語彙の構造は「目的語＋他動詞＋［人］」（「～を～する人」）となって
いる。例えば，jord-bruger［earth-user］の場合，at bruge jord［to use earth］「土地を使用する」
の他動詞，目的語の位置が逆転し，その意味単位に接尾辞 -er「～する人」が添加されたものと
考えられる。［jord-bruge］-erが，意味を考慮した構造である10）。Ⅱの（2）で示したkort-spiller: 
cardplayer［card-player］と異なるのは，jord-bruger: farmerの英語には目的語に当たる語が入っ
ていないことであり（farmのみ），「目的語＋他動詞」の構造になっていない。また，arbejds-
giverとarbejds-tagerにおいては，英語の接尾辞 -er（能動）と -ee（受動）の対立が明確に動詞の
種類の対立（give[give] – tage[take]）として現れている。
　英語では，意味上の目的語に当たるものは想定できるが，形式上は存在しない。それに対し
て，デ語は，他動詞が意味上取るべき目的語が形態上に反映されている。それぞれの言語の語構
造は，デ語［目的語＋他動詞］-er，英語［ ＋他動詞］-erと表すことができる。この目的語の
顕在化，潜在化が両言語の大きな特徴と言ってよい。
　1（A，B），2において，具体的な目的（語）が先行することにより動詞の対象物がまず明確に
なり，具体的に何に関する現象なのかを最初に限定的に明示するのがデ語の大きな特徴と言え
る。
Ⅳ　結語
　「狂牛病」を英語ではbovine spongiform encephalopathy「牛海綿状脳症」（BSE）と言うが，非
常に難解な単語なので，普通はmad cow disease（正に「狂牛病」）と言う全く平易な日常語彙の
組み合わせを用いる。ただここで注意すべきは，BSEの特にencephalopathyは極端に難しいのに
対して，日本語においては確かに「牛海綿状脳症」全体は難しく見えるが，それぞれの漢字を見
ると，通常我々が知っている容易な漢字の組み合わせであることがわかる。6つの漢字の意味の
総計として理解すればよいことになる。
　デ語の場合もこの現象に類似しており，既存の平易な（具体的な）通常の単語の意味を連結す
ることによって，新しい単語・意味・概念を作り出していこうと言う傾向が強く見られることが
本稿の観察で見て取ることができる11）。
　Ⅱの（1）～（4）の例にもう一度戻ると，英語語彙の種々の形態的構造に対してデンマーク語
はかたくなに既存の通常語彙を用いてより大きな語彙を造語していることが理解できると思う。
これがドイツ語などを含むゲルマン語の特徴であり，その典型が北欧語の格変化を有するアイス
ランド語に見られると考えている。
　本稿での具体的言語事実については，これからさらに語の内部構造，複合語の要素間の文法関
係，品詞などに注目しつつ今後の研究を続けて行きたい。
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注
1）ゲルマン語の語構成については，W. Harbert. Germ. Lang. p. 31を参照。
2）デンマーク語において複合語を形成する場合，語と語をどのように連結するかについては，W. G. Jones & K. 
Gadeが以下のように分類している（Danish. pp. 36―7）：
　　1．directly: kirke ＋ musik　kirkemusic (church music)
　　2．connected by -s-: vindue＋glas　vinduesglas (window glass)
　　3．connected by -e-: hund＋hoved　hundehoved (dog’s head)
　　4．connected by -en- or -n-: ris＋gryn　risengryn (grain of rice)
　   同じく，アイスランド語についても，Jón Friðjónssonの説明を見ることができる（A Course in Modern 
Icelandic. pp. 258―9）。
3）W. Harbert. Germ. Lang. p. 31.
4）英語の右に［　　］で示してあるのはデ語語彙の意味である：例えば，最初の例barne-mad: infant food 
[child-food]は，barn(e)＝child, mad＝foodを意味している。
5）他に，「～殺し」に当たる語には，
　　barne-mord: infanticide [child-murder]
　　fader-mord: partricide [father-murder]
　　konge-mord: regicide [king-murder]
　　moder-mord: matricide [mother-murder]
　　などがある。
6）通常の平均的デンマーク人にとって「たこ」「いか」は特に身近で重要な海産物ではないので，両者を区別
する場合は，blæksprutteの前にottearmet「8本足の」，tiarmet「10本足の」と言う形容詞を付ける。
7）デ語にもnephewに当たるnevø（フランス語neveuからの借用語）は存在する。
8）他にも，学問研究分野で語末が -lære [-theory, -science]の一連の語がある（語末の -læreの意味は改めて記述
はしない）。
　　gude-lære: mythology [god-]
　　metode-lære: methodology [method-]
　　sprog-lære: grammar [language-]
　　moral-lære: ethics [moral-]
　　form-lære: morphology [form-]
　　natur-lære: physics [nature-]
　　udviklings-lære: evolutionism [evolution-]
　　ordføjnings-lære: syntax [syntax-]
　　vers-lære: prosody [verse-]
9）デ語では［目的語＋他動詞］-erとなるが，英語は［他動詞］-erにならない例としては，
　　blomster-handler: florist [flower-trade]
　　dukke-fører: puppeteer [doll-leader]
　　fødsel-hjælper: midwife [birth-helper]
　　historie-forsker: historian [history-researcher]
　　sprog-renser: purist [language-cleaner]
　　violin-spiller: violinist [violin-player]
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　　などが挙げられる。
10）brev-veksling: correspondence [letter-exchange]の場合も，同じように語構造は [brev-veksle]ingと考えられ
る。
11）E. Hansenは，その他外来語を用いた語形成などについて説明を加えている：hår-spray [＝hairspray] hårはデ
語，sprayは英語（“The standard lanaguages ...” p. 1630）。
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